
為替週間展望＝ドル円は底堅い推移が継続か

　　　　　　　　　　［８月２２日からの１週間の展望］

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

　　　週間高低（カッコ内は日）　　　　　　    8 月 15 日～ 8 月 19 日

　　　　　　　始　値　　高　値　　  　安　値　     終　値　 前週比

ドル・円　　  133.48   136.48(19)    132.56(15)    136.46   +3.04

ユーロ・ドル  1.0256   1.0268(15)    1.0070(19)    1.0084   -0.0175

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

国内株・金利／米国株・金利

                   終　値　　前週末比　　　　 　　　　   　 終　値　 前週末比

日経平均株価    28,930.33     +383.35     日本10年債利回り   0.203   +0.013

ダウ平均株価    33,999.04     +237.99     米10年債利回り     2.882   +0.051

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＜来週の主要経済統計等＞

２３日　米７月新築住宅販売件数

　　　　独８月製造業ＰＭＩ速報値、独８月非製造業ＰＭＩ速報値

　　　　ユーロ圏８月製造業ＰＭＩ速報値、ユーロ圏８月非製造業ＰＭＩ速報値

　　　　英８月製造業ＰＭＩ速報値、英８月非製造業ＰＭＩ速報値

　　　　米８月製造業ＰＭＩ速報値、米８月サービス業ＰＭＩ速報値

２４日　米７月耐久財受注速報値

２５日　ＮＺ第２四半期小売売上高

　　　　独第２四半期国内総生産（ＧＤＰ）確報値

　　　　独８月ｉｆｏ景況感指数

　　　　米新規失業保険申請件数

　　　　米第２四半期国内総生産（ＧＤＰ）改定値

　　　　ジャクソンホール会議（２５～２７日）

２６日　英８月ネーションワイド住宅価格

　　　　米７月個人所得・支出

　　　　米８月ミシガン大学消費者信頼感指数確報値

　　　　パウエルＦＲＢ議長講演（ジャクソンホール会議）

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

【前回のレビュー】ＦＲＢによる利上げ姿勢は今後も継続するとみられる。ただ、米消

費者物価指数の下振れで過度な利上げへも警戒感も後退しており、ドル円大きな崩れは

見込みにくいものの、大きく上値を伸ばすのも難しいとみられ、ドル円はもみ合いで推

移することになるとした。

　　　　

【ジャクソンホール会議に注目】

　１７日に公表された米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）議事要旨（７月２６～２７日

開催分）によると、多くの参加者が必要以上に引き締めるリスクがある可能性を認識し

ており、「ある時点から利上げのペースを鈍化させることが適切」との認識を示した。

また、「インフレの圧力が弱まっているという証拠はほとんどなく、引き締め効果の大

部分はまだ実感できていない」、「今後の会合で継続的な利上げが適切だ」としてい

る。

　　

　一部の参加者からは十分に引き締め的な金利水準に達した後は、「しばらくの間金利

の据え置きが適切」との見解が出された。なお、「ある時点から利上げペースを鈍化さ

せることが適切」との見解が出されたものの、０．７５％の利上げを２会合連続で実施

しており、これまでの入れのペースの利上げを考慮すると、極めて妥当な見解とみるこ

とができる。これをもって、ＦＲＢがハト派的とみるのは正しくないと思われる。
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　１０日発表の米消費者物価指数（７月）、１１日の米生産者物価指数（７月）、１２

日の米輸入物価指数（７月）はいずれも事前予想を下回り、物価のピークアウトを感じ

させる動きとなった。原油価格が高値から大きく下落していることや米国でのガソリン

の小売価格の下落などが背景にある。もっとも物価のピークアウト感が出てきてはいる

ものの、水準そのものは依然として高い。

　　

　米国の経済指標は一部では減速傾向を示している。特に金利水準に左右されやすい住

宅関連指標の多くは伸び悩んでいる。７月２６日の米新築住宅販売件数（６月）、７月

２７日の米中古住宅販売制約指数（６月）、８月１５日の米ＮＡＨＢ住宅市場指数（８

月）、１６日の住宅着工件数・建設許可件数（７月）などはいずれも予想を下回る結果

となっている。

　　

　目先の重要イベントとしては、ワイオミング州ジャクソンホールで、８月２５～２７

日に米カンザスシティ連銀が主催する経済シンポジウム（ジャクソンホール会議）が開

催される。今年は３年ぶりに対面で実施される予定となっている。米連邦準備制度理事

会（ＦＲＢ）のパウエル議長が２６日に講演を行う予定となっている。

　　

　なお、ここで９月以降の利上げペースなどに言及があれば、市場に影響を与える可能

性も出てくる。また、ＦＲＢによるバランスシートの縮小計画への言及があれば、市場

に大きな影響を与える可能性が高まりそうだ。

　　

　９月の次のＦＯＭＣでは、ＣＭＥ　ＦＥＤウォッチでは０．５０％の利上げ確率は６

０％程度、０．７５％の利上げ確率は４０％前後となっている。それまでに米雇用統

計、米消費者物価指数ともにもう一度ずつ発表を控えており、実際の利上げ幅は今後の

経済指標の動向に左右されそうだ。

　　

　ＦＲＢによる利上げ姿勢の継続はドル円の下支え要因となる。ただ、米国でのインフ

レのピークアウト感や景気減速への警戒感からすると、１４０円乗せを視野に上昇して

いたような強さはない。こうした中、ドル円は底堅い推移が継続するとみられる。ドル

円の目先の予想レンジは、１３３．００～１３８．５０円。

　　

　今後の日米の経済指標やイベントとしては、２３日に米７月新築住宅販売件数、米８

月製造業ＰＭＩ速報値、米８月サービス業ＰＭＩ速報値、２４日に米７月耐久財受注速

報値、２５日に米新規失業保険申請件数、米第２四半期国内総生産（ＧＤＰ）改定値、

２６日に米７月個人所得・支出、米８月ミシガン大学消費者信頼感指数確報値などがあ

る。

　　

【ユーロドルは上値の重い動きか】

　１０日に米消費者物価指数が伸び悩みを見せたことで、ドル売りユーロ買いの動きに

傾いた。ユーロドルは１．０３６８近辺まで上昇したものの、その後は伸び悩みを見せ

ている。その後は一目均衡表の雲などに上値を抑えられて、ユーロドルは軟調な推移を

見せている。

　　

　ロシアからユーロ圏への天然ガス輸出の件で、ユーロ圏はエネルギーの安全保障が脅

かされており、ユーロドルの上値を抑える要因となる。さらにユーロ圏の景気の先行き

不透明感は根強く、ユーロドルは上値の重い動きが見込まれる。ユーロドルの目先の予

想レンジは、０．９９００～１．０３５０ドル。

　　

　日米以外の今後の経済指標やイベントは、２３日に独８月製造業ＰＭＩ速報値、独８

月非製造業ＰＭＩ速報値、ユーロ圏８月製造業ＰＭＩ速報値、ユーロ圏８月非製造業Ｐ

ＭＩ速報値、英８月製造業ＰＭＩ速報値、英８月非製造業ＰＭＩ速報値、２５日にＮＺ

第２四半期小売売上高、独第２四半期国内総生産（ＧＤＰ）確報値、独８月ＩＦＯ景況

感指数、２６日に英８月ネーションワイド住宅価格などがある。
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